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	ステップ１　広げる：案を列挙する（目的はネタ集め)�	a 質より量＝ブレスト優先。�	b 日本語変でいい。 箇条書きでいい。「ですます調」や「である調」や「箇条書き」「キーワードのみ」が混在でいい。�　	c  手が止まったら「早い手離れ・避難」を優先。 そうしないと沼にハマる（ストレスとムダな時間がどんどん増える）�	d  全部書き出すこと優先。自分が思う話題を全部書くとスッキリする。(すると、面接で尋ねられたときに回答しやすくなる）�	※注意点　間違ったのもできるといい。�　　�ステップ２　絞る：似た小項目をグルーピングして中項目化する（目的は全体像の整合性をとること）�	a　ツリーの小項目をまとめて中項目を作る。カテゴリーに分けるイメージ。��ステップ３　文章化する（目的は全体の整合性をとること) �	a 目的は思いを全部書き出すこと。自分が思う話題を全部書くとスッキリする。その後、ステップ４で短縮するといい�　　		(すると、面接で尋ねられたときに回答しやすくなる）�　	b 日本語は変でいい。「ですます調」や「である調」や「箇条書き」「キーワードのみ」が混在でいい。��ステップ４　清書する（目的は完成させること）�	この時点で初めて短縮する。初めて日本語をきれいにすることを意識する。
	ステップ１　眺める→（目的は慣れること。0から生み出さないでいい）�　　　　　　　　インターンのESのためにやることはまずaだけでいい。面接までにはbとｃも必須）�　　　　　　　　　a 「みん就、ワンキャリ 」等の志望動機を眺める�　　　　　　　　　b　採用ページの社員の声を読む（同業他社の社員の声も読む）�　　　　　　　　　c「 IRがあれば中期経営計画(中計)｣と｢社長の挨拶｣（ベストは動画を眺めること）�                              　　（中計で探す情報は、「今後の計画の売上構成比のグラフ」を探す。どの事業を増やし、どの事業は現状維持なのか。�						面接では増やす事業に興味がある話をする。�						小さい事業志望しても新卒配属しない可能性がある。）��ステップ２→「ステップ１：案を列挙する」ときに、共感する箇所をコピペする→（目的は収集)�ステップ３→「ステップ２：グルーピングする」とき、グルーピングする中項目は次のa～dで行う。�			すると、面接も志望動機の回答が楽になる。�
	PEEP１　話す力を伸ばそう。話す目的は、相手に自分の言いたいことをわかってもらうこと。 ②相手が話しやすい環境を、あなたがつくること�①柔軟PREP(プレップ)を大事にする。�（１）PREPとはこれ↓のこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�	Point（P1）結論　　　　　　　�	Reason　理由　　　　　�	Evidence　エビデンス（具体例・アリバイ・証拠・例え話）�	Point（P2）結論・まとめ　　　　　　��（２）PREPのコツは？　 超・ウルトラスーパー柔軟に 　使うこと。�	1)考えるとき・話すとき・書くときに�　	　　「これはRかな？Eかな？」と悩まないことが大事！どっちがRでもEでもいい　←この時間を０秒にする。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慣れると「瞬間」で柔軟PREPができるようになる��　　	2)次のようになってもOK！だからPREPは柔軟に使おう！�　　		OK！　P1=Rになることもある。�　　		OK！　R=Eになることもある。だから、P1=R=Eになることもある。�　　		OK！　Eがないこともある。P2がないこともある。��（３）結局、柔軟PREPで何を大事にしたらいいの？大事にすることは、３つ。�	A　 結論ファースト：できるだけ、P1（結論）を冒頭に持ってくること。��	B　ロボットより自然がいい：自然な会話がいい。�　　　　　　　　　　　暗記感・朗読感・棒読みなロボット感があると「話す力が低い人確定」となり減点される。�　�	C　主語から話す：問をオウム返しして主語に持ってくることで、主語から話せるようになる。� 
②ちゃんとした社会人のように「主語」「～は」「～が」から話す回数を増やそう。　○「私は～」　　　○「力を入れたことは～」��③ちゃんとした社会人のように「～として」を抜こう。	×「私としては～」　　×「力を入れたこととしては～」
（2.聞く力を伸ばそう。聞く目的は、相手が話しやすい環境を、あなたのために、あなたからつくること。�				（相手があなたのことを「話しやすい」と評価してもらえるようになるととてもいい）�	①聞くコツ。「まゆげ」で聞く。　まゆげ　を使うと、かなり変わる。�	②相手が話すのを手伝いながら聞こう。相手があなたに話しやすくなるように反応しよう。�	③禁止は、圧迫すること。相手が話しづらい雰囲気・表情・反応で聞くこと）
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	クイズ　あなたのパートナーさん
あなたのパートナーさんから、��「仕事と俺、どっちが大切なの？」と聞かれたら、 あなたはどのように答えますか？
	スライド番号 30
	①面接とはインタビューです。�	だから、応募者は目標がズレないようにしよう。�	応募者がインタビューでめざす目標は次のどれか？�　※回答は複数可
	②上記XYを獲得するために次のA～Dを大事にしよう。� A　話す力を高める� B　聞く力を高める� C　話す内容で減点を減らす。ズレを減らす。� D　普段の生活の質を高める。面接も普段通りでよくする
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